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（
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
会
法
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
会
に
東
京
電

力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運

営
委
員
会
の
合
同
協
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
間
に
お
け

る
第
一
条
及
び
第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
一
条
中
「
各
議
院
」
と
あ
る
の
は
「
各
議
院
又
は
両

院
合
同
協
議
会
（
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七

十
九
号
）
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
東
京
電
力
福
島
原

子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会

の
合
同
協
議
会
を
い
う
。
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）」

と
、
第
六
条
中
「
又
は
政
治
倫
理
審
査
会
」
と
あ
る
の

は
「
若
し
く
は
政
治
倫
理
審
査
会
又
は
両
院
合
同
協
議

会
」
と
す
る
。

（
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
会
に
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
合

同
協
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
間
に
お
け
る
第
一
条
か
ら

第
一
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一

条
中
「
各
議
院
」
と
あ
る
の
は
「
各
議
院
又
は
両
院
合

同
協
議
会
（
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
の
合

同
協
議
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
と
、
第
一
条
の
二

第
一
項
中
「
各
議
院
」
と
あ
る
の
は
「
各
議
院
又
は
両

院
合
同
協
議
会
」
と
、
同
条
第
二
項
中「
合
同
審
査
会
」

と
あ
る
の
は
「
合
同
審
査
会
（
両
院
合
同
協
議
会
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）」
と
、
第
一
条
の
三
中
「
各
議
院
」

と
あ
る
の
は
「
各
議
院
又
は
両
院
合
同
協
議
会
」
と
す

る
。

総
務
大
臣

川
端

達
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
二
章

組
織
等

（
組
織
）

第
二
条

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員

会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）は
、
委
員
長
及
び
委

員
九
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

委
員
長
及
び
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

３

委
員
長
は
、
委
員
会
の
事
務
を
統
理
し
、
委
員
会
を

代
表
す
る
。

４

委
員
長
は
、
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
か
つ
、
事
前

に
、
時
宜
に
よ
っ
て
は
事
後
に
、
両
議
院
の
議
長
の
承

認
を
得
て
、
委
員
会
の
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
諸
規
程

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
委
員
長
が
欠
け
た

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職

務
を
代
行
す
る
。

（
委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
）

第
三
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
委
員
会
の
職
務
の
遂
行

に
関
し
公
正
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
い
経
験

と
知
識
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
国
会
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の

議
院
運
営
委
員
会
の
合
同
協
議
会
（
以
下
「
両
院
合
同

協
議
会
」
と
い
う
。）の
推
薦
に
基
づ
き
、
両
議
院
の
議

長
が
、
両
議
院
の
承
認
を
得
て
、
こ
れ
を
任
命
す
る
。

（
委
員
長
及
び
委
員
の
身
分
保
障
）

第
四
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
心
身
の
故
障
の
た
め
職

務
の
遂
行
が
で
き
な
い
こ
と
又
は
職
務
の
執
行
上
の
義

務
違
反
そ
の
他
委
員
長
若
し
く
は
委
員
た
る
に
適
し
な

い
非
行
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
両
議
院
の
議
決
が

あ
っ
た
と
き
を
除
い
て
は
、罷
免
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
委
員
長
及
び
委
員
の
服
務
）

第
五
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で

き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い

た
後
も
同
様
と
す
る
。

２

委
員
長
及
び
委
員
は
、
在
任
中
、
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
積
極
的
に
政
治
活
動
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

３

委
員
長
及
び
委
員
は
、
他
の
官
職
を
兼
ね
、
又
は
公

選
に
よ
る
公
職
の
候
補
者
と
な
り
、
若
し
く
は
公
選
に

よ
る
公
職
と
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

（
接
触
等
の
報
告
）

第
六
条

委
員
長
及
び
委
員
は
、
利
害
関
係
者
（
原
子
力

損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
事

業
者
（
以
下
「
原
子
力
事
業
者
」
と
い
う
。）及
び
原
子

力
事
業
者
の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
場
合
に

お
け
る
役
員
、
従
業
員
、
代
理
人
そ
の
他
の
者
、
国
家

公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員

及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
職
の
職
員
の
う
ち

両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
者
そ
の
他
両
議
院

の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
た
と
き
は
、
各
月

ご
と
に
、
利
害
関
係
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
当
該
行
為

の
概
要
、
当
該
行
為
を
行
っ
た
年
月
日
そ
の
他
両
議
院

の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書

を
、
当
該
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
両
議

院
の
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

私
的
な
関
係
（
委
員
長
又
は
委
員
と
し
て
の
身
分
に
関

わ
ら
な
い
関
係
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
あ
る
者
で

あ
っ
て
、
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
も
の
と
の
間
に
お

い
て
は
、
職
務
上
の
利
害
関
係
の
状
況
、
私
的
な
関
係

の
経
緯
及
び
現
在
の
状
況
並
び
に
そ
の
行
お
う
と
す
る

行
為
の
態
様
等
に
鑑
み
、
公
正
な
職
務
の
執
行
に
対
す

る
国
民
の
疑
惑
又
は
不
信
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

利
害
関
係
者
か
ら
、
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
の
供
与
又
は
供
応
接
待
を
受
け
る
こ
と
。

二

利
害
関
係
者
か
ら
、
人
的
役
務
に
対
す
る
報
酬
の

支
払
を
受
け
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
職
務
を
遂

行
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者

と
面
会
、
文
書
の
送
付
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
接
触

す
る
こ
と
。

２

両
議
院
の
議
長
は
、
前
項
の
報
告
書
を
受
理
し
た
と

き
は
、こ
れ
を
公
表
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
報
告
書
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定

め
る
。

（
会
議
及
び
会
議
録
）

第
七
条

委
員
会
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
所

掌
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
決
定
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
委
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

委
員
会
の
会
議
は
、公
開
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

３

委
員
会
は
、
会
議
録
二
部
を
作
成
し
、
委
員
長
及
び

委
員
が
こ
れ
に
署
名
し
、
各
議
院
に
送
付
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
各
議
院
は
、
送
付
を
受
け
た
会
議
録

を
保
存
す
る
。

４

委
員
会
の
会
議
録
は
、
こ
れ
を
印
刷
し
て
各
議
院
の

議
員
に
配
付
す
る
。
た
だ
し
、
特
に
秘
密
を
要
す
る
も

の
と
委
員
会
で
決
議
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
参
与
）

第
八
条

委
員
会
に
、
委
員
長
及
び
委
員
に
対
し
、
専
門

的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
た
め
、

参
与
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

参
与
は
、
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
両
議
院
の
議

長
が
任
命
す
る
。

３

参
与
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
事
務
局
）

第
九
条

委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会

に
事
務
局
を
置
く
。

２

事
務
局
に
、
事
務
局
長
一
人
そ
の
他
所
要
の
職
員
を

置
く
。

３

事
務
局
長
そ
の
他
の
職
員
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協

議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
両
院
合
同
協
議
会
の

意
見
を
聴
い
て
、
委
員
長
が
任
命
す
る
。

４

事
務
局
長
そ
の
他
の
職
員
は
、
民
間
の
有
識
者
を
積

極
的
に
登
用
す
る
も
の
と
す
る
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
法
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
百
十
二
号

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会

法

目
次第

一
章

目
的
及
び
設
置
（
第
一
条
）

第
二
章

組
織
等
（
第
二
条
e

第
九
条
）

第
三
章

事
故
調
査
等
（
第
十
条
e

第
十
七
条
）

第
四
章

財
政
措
置
等
（
第
十
八
条
）

附
則

第
一
章

目
的
及
び
設
置

第
一
条

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の

直
接
又
は
間
接
の
原
因
及
び
当
該
事
故
に
伴
い
発
生
し

た
被
害
の
直
接
又
は
間
接
の
原
因
並
び
に
関
係
行
政
機

関
そ
の
他
関
係
者
が
当
該
事
故
に
対
し
講
じ
た
措
置
及

び
当
該
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
の
内
容
、

当
該
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
並
び
に
当
該
措

置
の
効
果
を
究
明
し
、
又
は
検
証
す
る
た
め
の
調
査
並

び
に
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
に
関
す
る
政
策
の
決
定
又
は

了
解
及
び
そ
の
経
緯
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
調
査

を
適
確
に
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
に

基
づ
き
、
原
子
力
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
及
び
当
該

政
策
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
す
る
行
政
組
織
の
在
り
方

の
見
直
し
を
含
む
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
防
止
及
び

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
発
生
す
る
被
害
の
軽
減

の
た
め
講
ず
べ
き
施
策
又
は
措
置
に
つ
い
て
提
言
を
行

い
、
も
っ
て
国
会
に
よ
る
原
子
力
に
関
す
る
立
法
及
び

行
政
の
監
視
に
関
す
る
機
能
の
充
実
強
化
に
資
す
る
た

め
、
国
会
に
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調

査
委
員
会
を
置
く
。
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